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DJ-USR 特定 小 電力 無線 中 継 器 
安全 上 の ご 注意 


アル イン コ の 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う 
ご ざい ます 。 本 製品 は 総務 省 技術 基準 適合 証明 を 取得 し た 
特定 小 電 力 無線 機器 を 内 蔵 し て いま す 。 特 定 小 電 カト ラン 
シー バー の 中 継 器 と し て 免許 、 資 格 が 不要 で 各種 通信 に ご 


使用 いた だ け ま す 。 


RNJ イ つつ コ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 支 店 〒103.0027 東京 都 中 央 区 日 本 本 2 丁目 3 一 4 日 本 橋 プ ラ ザ ビ ル 14 階 TELO3.3278.5B8B 
名 古屋 支店 〒460.0002 名 古屋 市 
大 板 寺 店 〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高尾 模 4 丁 目 4 一 征 歴 橋 ダ 
柱 岡 覚 業 所 〒812-0013 壇 岡 十 情 区 博多 閑 東 2 丁 耳 13ー34 ェ 


【 表 の 内 1 丁目 10 一 19 サシ エイ ビル 4 隊 TEL052-212-0541 


ル 13 隊 TEL.08-7636-2361 


エコ ー ビ ル 2 簡 TEL.D92-473.8034 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 中 』 0120-464-007 


全国 ど に から でも 帰 間 で. サー ビス 恋 口 に つなが り ま すず 
受付 随 間 100 ロー 17 了 DD 月 里 一 在 曜 ( 家 祭 1 ら 8 ) 


ん 


画 使用 環境 ・ 条 件 

本 製品 を 使用 で きる の は 日 本 国内 の み で す 。 国 外 で は 使用 
で きま せん 。 

This product is permitted for use in Japan only. 


咲 


和 后 - 
三 | 


本 製品 を 人 命 救助 な どの 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故 障 、 誤 
動作 な ど が 原因 で 人 命 が た 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 も 
と 及び 販売 も と は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


本 製品 の 故障 、 電 波 環 境 や 使用 場所 の 状況 な どか ら 通 信 で 
| き な か っ た こと で 発生 し た 、 逸 失 利益 に 対す る 責任 は 負い 
か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


本 製品 同士 、 又 は 他 の 無線 機器 と と も に 至近 距離 で 複数 台 
使用 し な いで くだ さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 、 誤 動作 、 
不具 合 の 原因 と な り ま す 。 


本 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込 


ん で 使用 し た 場合 、 い か な る 誤動作 、 不 具合 が 生じ て も 製 


Q 


造 も と 及び 販売 も と は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


弊社 指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接 
続 し な いで くだ さい 。 故障 、 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


電子 機器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電 波 障害 に よ 
り 機器 の 故障 、 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


内 部 か ら 漏れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 
傷害 を 起こ す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 
洗い 流し て くだ さい 。 


本 製品 を 正しく 安全 に ご 使用 いた だ き 、 使 用 者 や 他 の 人 々 へ の 
危害 や 財産 へ の 損害 を 未然 に 防止 する た め に 必ず お 読み くだ さ 


人 が 死亡 し た り 傷害 を 負う お それ が ある 内 
容 及 び 物 的 損害 の 発生 が 想定 され る 内 容 を 
示し て いま す 。 


人 が 傷害 を 負う お それ が ある 内 容 及び 物 的 
注意 | 損害 の 発生 の み が 起 定 さ れる 内 容 を 示し て 
ケッ ビ ハ いま す 。 


(『) 錠 し な けれ ば な ら な い 「 指 示 」 を 告げ る も の で 
す 。 


Q し て は いけ な い 「 禁 止 」 を 告げ る も の で す 。 


天災 や 人 人 災 、 不 測 の 故障 な ど で 生 じ た 損 害 に つき まし て は 、 弊 社 
は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


航空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 で は 使 
用 し な いで くだ さい 。 運 行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 
受信 に 支障 を きた し た り 、 各 種 機器 が 故障 、 誤 動作 する 原 
因 と な り ま す 。 


病院 や 医療 機関 で は 、 医 療 機器 な ど に 支障 が な いか 十分 に 
確認 の 上 、 管 理 者 の 許可 の も と ご 使用 くだ さい 。 

作 人 人 線 拉 器 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な る 名 動作 、 不 具 
合 が 生じ て も 、 当 社 は 一 切 そ の 責任 を 負い か ね ます の で ご 
了承 くだ さい 。 


第 三 者 の 通信 を 聞い て 知り 得 た 情報 を 無断 で 他人 に 話し た 
(Q) リ 、 公開 し た り 、 悪 用 する と 電波 法 が 定め る 通信 の 秘密 保 
護 条項 に 違反 し て 罰せ られ ます 。 


画 無 線 機器 本 体 の 取り 扱い に つい て 
本 製品 は 調整 済み で す 。 特 定 小 電力 無線 機器 を ユー ザー が 
改造 、 変 更 す る こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 


く ) 本 製品 は 防水 構造 で は あり ませ ん 。 風 馬 に さら され る 場 
SM で は 使用 し な いで くだ さい 。 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


本 製品 は 防爆 構造 で は あり ませ ん 。 引 火 性 ガス が 発生 する 
場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 静 電気 な ど に よる 発火 事 
逆 の 原因 と な り ま す 。 


無線 機器 本 体 や ブラ ケッ ト が 落下 し な いよ う 、 付 属 の ネジ 
で 壁 に し っ か り と 取り 付け て くだ さい 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで く 
() だ さい 。 こ ぼれ た り 、 中 に 入っ た 場合 、 火 災 、 感 電 、 族 障 
の 原因 と な り ま す 。 


外部 電源 に は 付属 の AC アダ プター (EDC-122) を ご 使用 く 
だ さい 。 指定 以外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 


田 AC アダ プター の 取り 扱い に つい て 
「「 と だ PYL ま 0 
水 が か か る と 火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


AC ア ダ プ ター を 抜く と き は コー ド を 引っ 張ら な いで くだ さ 
い 。 火災 、 感電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 必ず AC アダ プ タ 
一 本 体 を 持っ て 抜い て くだ さい 。 


AC アダ プター を 熱 器 具 に 近づけ な いで くだ さい 。 火災 、 感 
電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


AC アダ プター は AC コン セン ト に 確実 に 差し 込ん で くだ さ 
! い 。AC アダ プター の 刃 に 金属 な ど が 触れ る と 火災 、 感 電 、 
改 障 の 原因 と な り ま す 。 


AC コ ン セ ント の 周辺 は トラ ッ キ ング 現象 に よる 火災 を 防ぐ 
た め 定 期 的 に 清掃 し て くだ さい 。 


AC アダ プター を AC コン セン ト へ 接続 する 際 、 タ コ 足 配線 
し な いで くだ さい 。 加熱 、 発 火 の 原 因 と な り ま す 。 


⑤ 濡れ た 手 で AC アダ プター に 触れ た り 、 抜 き 差し し な いで く 
だ さい 。 感 電 の 原因 と な り ま す 。 


画 使 用 環境 ・ 条 件 
テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障害 
を 与え た り 、 受 けた りす る こと が あり ます 。 


湿度 が 高い 場所 、 ほ こり が 多い 場所 、 風 通し が 悪い 場所 に 
(へ ) は 置か な いで くだ さい 。 火 災 、 感 電 、 攻 隊 の 原因 と な り ま 
す 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振動 の 多い 場所 に は 置か な 
(Q) いで くだ さい 。 落ち た り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と な り 
ます 。 


グル ー プ トー ク 機 能 を 使用 する 際 、 特 定 の グル ー プ 番号 に 
お いて 異な る 機種 と の 間 で 通話 が 途切れ る 場合 が あり ます 。 
この よう な 時 は 違う グル ー プ 番号 を 選ん で 通話 を お 試し く 
' だ さい 。 こ れ は グル ー プ トー ク 機 能 に 使わ れる トー ン 信 号 
の 検出 精度 や 仕組 み が 機 種 に よっ て 異な る た めで あり 故障 
で は あり ませ ん 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 炎天下 の 車内 、 車 の ヒー ター の 吹 
き 出 し 口 な ど 、 異 常に 温度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで 
くだ さい 。 温度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 、 変 色 し た 
り 、 火 災 や 故障 の 原因 と な り ま す 。 


調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 油 煙 や 湯気 当たる よう な 場 所 
() に は 置か な いで くだ さい 。 火 洋 感電 、 才 障 の 原因 と な り 
ます 。 


電波 を 使用 し て いる 関係 上 、 無 線 機器 の 通話 は 第 三 者 に よ 
る 傍受 を 完全 に 阻止 する こと は で きま せん 。 


画 異 常時 の 処置 に つい て 
以下 の 場合 は すぐ に AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 抜 
いて 電源 を 切っ て くだ さい 。 異 常 な 状態 の まま 使用 する と 、 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 
販売 店 、 又 は 弊社 サー ビス 窓口 に ご 依頼 くだ さい 。 お 客 欄 
に よる 修理 は 違法 で すか ら 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


画 本 体 が 熱く な っ た り 、 煙 が 出 た と き 。 

田 異 音 や 異臭 が し た と き 。 

画 落 と し た り 、 ケ ー ス が 破損 し た り し た と き 。 

田内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 。 

男 AC アダ プター の コー ド が 傷ん だ と き 。( 芯 線 の 露出 や 断 
線 な ど ) 


雷 が 鳴り 出し た ら 安全 の た め AC アダ プター を AC コン セン 
ト か ら 抜 いて 、 ご 使用 を お 控え くだ さい 。 


還 保 守 ・ 点 検 
無線 機器 本 体 の ケー ス は 開け な いで くだ さい 。 け が 、 感 電 、 
故障 の 原因 と な り ま す 。 内 部 の 点検 、 修 理 は 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 又は 弊社 サー ビス 窓口 に ご 依頼 くだ さい 。 


製造 番号 ラベ ル を は が さ な い で くだ さい 。 製造 番 号 が わか 
ら な いと 保証 サー ビス を お 受け 頂く こと が で きま せん 。 


画 廃棄 


條 本 語 の 廃棄 方 法 は ラジ オ な どの 小型 家電 と 同じ で す 。 


画 無 線 機器 本 体 の 取り 扱い に つい て 
アン テ ナ 先 端 な どの 突起 物 が 目 や 鼻 な ど 傷 つき や すい 部 位 
に 当たら な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 


テス ト 端 子 に は 何 も 接続 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と 
な り ま す 。 


イン バー ター を 搭載 し た 電子 機器 や 照明 器具 の 周辺 、 ハ イ 
)! ブ リッ ドカ ー や 電気 自動 車 の 車内 や 周辺 で は ノイ ズ の 影響 
で 電波 障害 を 受け る こと が あり ます 。 


磁気 カー ド を 無線 機器 の 近く に 置か な いで くだ さい 。 磁気 
カー ド の デー タ が 消去 され る こと が あり ます 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 安全 の た め AC アダ プター 
を AC コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


落下 に よる 衝撃 や 、 水 分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 故障 の 場 
合 は 保証 対象 外 に な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


画 保 守 ・ 点 検 
お 手入れ の 際 は 安全 の た め AC アダ プター を AC コン セン ト 
か ら 抜 いて くだ さい 。 


汚れ た 場合 は デジ カメ や パソ コン 用 の クリ ー ニ ング キッ ト 
や クリ ー ナ ー を 使っ て 清掃 し て くだ さい 。 ベ ンジ ン 、 シ ン 
ナー、 ア ルコ ー ル 、 機 械 用 洗剤 等 を 使う と 故障 の 原因 と な 
り ま す 。 


洗浄 剤 な ど を 直接 無線 機器 に 吹き 付け な いで くだ さい 。 機 
器 内 部 に 浸透 し 故障 の 原因 と な り ま す 。 
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DJ-USR 特定 小 電力 無線 中 継 器 
取扱 説明 書 


アル イン コ の 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が 
と う ご ざ いま す 。 本 製品 は 総務 省 技術 基準 適合 証明 を 
取得 し た 特定 小 電力 無線 機器 を 内 蔵 し て いま す 。 特 定 
小 電力 トランシーバ ー の 中 継 器 と し て 免許 、 資 格 が 不 
要 で 各種 通信 に ご 使用 いた だ け ま す 。 本 製品 の 機能 を 
十分 に 発揮 させ 効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取 
扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 また 、 
この 取扱 説明 書 や 補足 シー ト 、 正 誤 表 な ど は 大 切 に 保 
管 し て くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ 
た と き お 役に立ち ます 。 


記し イブ つつ コ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 支店 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 丁目 3 一 4 日 本 橘 プ ラ ザ ビ ル 14 階 TEL.03-3278-5888 
名 古屋 支店 〒460-0002 名 古屋 市 中 区 丸の内 1 丁目 10 一 19 サン エイ ビル 4 階 TEL.052-212-0541 
大 阪 支店 〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高 胡 橋 4 丁目 4 一 9 泥 屋 橋 ダ イ ビ ル 13 階 TEL.06-7636-2361 
福岡 営業 所 〒812-0013 福岡 市 博多 区 博多 駅 東 2 丁目 13 一 34 エコ ー ビ ル 2 階 TEL.092-473-8034 


ーー ゃ ここ = こ ニ ここ ここ こら ここ ここ こと ニー ここ ここ ニニ ここ ニー ニニ ニー ニー ここ こら ここ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ム ニ ニ ここ ニニ ここ ここ ここ 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 了 0150-464-007 


全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 。 
受付 時 間 / 10:00 一 1 7:O0 月 曜 一 金曜 (祝祭 日 及び 12:00 一 13:00 は 除き ます ) 
ホー ムペ ー ジ https://www.alinoo.co.jp/ を ご 覧 くだ さい 


1. 機 能 と 特徴 
・ 特 定 小 電 力 無線 電話 用 の 中 継 器 で す 。 連 結 中 継 モ ー ド を 使え ば 
通話 距離 が 一 層 広 が り ま す 。 


・ 中 継 器 リ モコ ン 設 定 対応 の 当社 製 特 小 ト ラン シー バー を 使っ て 
チャ ン ネ ル な どの 設定 が で きま す 。 連 結 中 継 器 モー ド も 対応 の 
トラ ン シ ー バ ー で 設定 し ます 。 


・ 本 機 の 電源 は 付属 の AC アダ プター で す 。5m の 延長 ケー ブル が 
付属 し ます 。 


2. 付属 品 
付属 品 を 確認 し て くだ さい 。 


ロロ AC アダ プター(EDC-122) 

口 電源 延長 ケー ブル 5m (UX1631) 
ロブ ラケット 

ロブ ラケット 取付 け ネ ジ 4 本 (銀色 ) 
口 結束 バン ド 1 本 

口 取扱 説明 書 (本 書 ) 

口 取扱 説明 書 ・ 安 全 上 の ご 注意 

口 保証 書 


注意 : 保証 書 に ご 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 領収 書 や 
レシ ー ト を 保証 書 と いっ し ょ に 保管 し て くだ さい 。 
ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が な いと 保証 サー ビス は 無効 と 
な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


重要 : 本 書 の 説明 で 「 押 す 」 は キー を し っ か り 押 し て すぐ 指 を 離す 
こと 、「 長 押し する 」 は 説明 の 状態 に な る まで キー を 押す こと 
を 言い ます 。 


3. 特定 小 電力 通信 制限 に つい て 
特定 小 電力 無線 機器 の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し ます 。 


・3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) 
一 般 的 な 特定 小 電力 無線 機器 は 3 分 以上 の 連続 送信 が で き な い 
よう 定め られ て いま す 。 
本 機 は 動作 原理 上 3 分 以上 の 連続 送信 を お こない ませ ん 。 


・ キ ャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) 
一 定 の 強 さ 以上 の 子 機 以外 の 信号 を 受信 し て いる と き は 、 子 機 の 
[PTT] キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 


4. 各 部 の 名 称 


アン テ ナ 
アン テ ナ は 外れ な い 
よう に な っ て いま す 。 


テス ト 問 子 


使用 し ませ ん 。 


ディ スプ レイ 
チャ ン ネ ル 、 各種 設定 、 
状態 を 表示 し ます 。 


上 電源 端子 
付属 の AC アダ プター を 
接続 し 電源 を 入れ ます 計 9 


結束 バン ド 取 付け 部 ーー 人 拉 
症 結束 バン ド で AC アダ プター  ~ 
表面 部 の ケー ブル を 固定 し ます 側面 部 


5. 取付 け 方 (設定 が 完了 し て か ら 行 いま す ) 
① ブ ラケット を 壁 に 取り 付け ます 。 ブ ラケット の [上 ] マ ー ク を 上 向き に 
し て 壁 に 付属 の ネジ で 取り 付け て くだ さい 。 ネ ジ の 取り 付け に は 適切 

な プラ ス ドライバ ー を ご 用 意 く だ さい 。 


注意 : 取り 付け の 際 、 ブ ラケット の 向き を 間違え ず に 壁 の 間 に 隙 間 が な い 
よう 付属 の ネジ で し っ か り と 固定 し て くだ さい 。 誤っ た 方 法 で 取り 
付け る と 落下 や 破損 の 原因 と な り ま す 。 ま た 定期 的 に ネジ に ゆる み 
が な いか 、 落 下す る お それ が な いか 点検 し て くだ さい 。 付属 の ネジ 
で 取り 付け られ な い 壁 へ の 設置 は 、 専 門 の 業者 へ ご 相談 くだ さい 。 
弊社 の 製品 保証 に は 、 取 り 付 け や 取り 外し に 掛か る 費用 は 含ま れ て 
いま せん 。 保証 の 有無 に か か わら ず 不 具合 が 起こ り 、 再 度 設置 する 
際 に 費用 が 発生 し て も 、 弊 社 で は その 費用 の 負担 は 致し か ね ます 。 
設置 を 第 三 者 に 委託 され る と き は 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


② 本 機 の 設定 と 動作 確認 が 完了 し た ら ブ ラケット に 取り 付け て くだ さい 。 
ブラ ケッ ト の 取付 け 部 分 に 本 機 の 4 箇所 の ツメ を 合わ せ 、 し っ か り と 
奥 ま で 下向き に スラ イド させ て くだ さい 。 取り外す 場合 は 上 向き に スラ 
イド させ て くだ さい 。 


③ 電 源 端子 に 付属 の AC アダ プター の プラ グ を 接続 し ます 。 ご 使用 環境 
こ 合 わせ て 、 付 属 の 電源 延長 ケー ブル や 結束 バン ド を ご 使用 くだ さい 。 
延長 ケー ブル を 使う と き は 、 必 ず 結 束 バ ンド 取り 付け 部 に 結束 バン ド で 
延長 ケー ブル を 固定 し て くだ さい 。 電源 端 子 の プラ グ に 延長 ケー ブル の 
重 さ が 直接 か か る と 断線 し や すく な り ま す 。 


[上 ] マ ー ク を 上 向き に 
取り 付け て くだ さい ーーーーーーー 
jig 上 oiI⑲ 
@ @ 
③. 園 _@ マ マ 
。 。⑳⑧ 
画 > る 
@ @ ー 
ブラ ケッ ト 


6. 半 複 信 中継 器 に つい て 
子 機 ( ト ラン シー バー) の 交信 で は 直接 通話 で き な い 場所 に いる 相手 
の 電波 を 中 継 し 、 通 話 エ リア を 広げ ます 。 こ の 機能 の 設定 は 後述 の 
「8. 半 複 信 中 継 器 と し て 使う と き の 設 定 方 法 」 を ご 覧 くだ さい 。 


特徴 
・ 中 継 器 対応 トラ ン シ ー バ ー (DJ-P240、DJ-CH3、DJ-PX5 な ど ) で 
ご 使用 いた だ け ま す 。 


・ 通話 の 接続 時 間 が 早く 、「 頭 切れ 」 し に くく な っ て いま す 。 


・ 半 複 信 中 継 モ ー ド で は 、 子 機 の バッ テリ ー セ ー ブ が 使え る た め 
電池 の 消費 が 抑 えら れ ま す 。 


注意 
・ 半 複 信 中 継 モ ー ド の 設定 に は 、 リ モコ ン 機 能 を 搭載 し た トラ ン シ ー 
バー (DJ-P240、DJ-P221 な ど ) が 必要 で す 。 


7. 連結 中 継 器 に つい て 
この 機能 に 対応 する トラ ン シ ー バ ー を 使え ば 、 本 機 を 複数 (最大 4 台 ) 
使用 し て 、 半 複 信 中 継 器 より 通話 エリ ア を 広げ る こと が で きま す 。 
この 機能 の 設定 は 後述 の 「10. 連結 中 継 器 と し て 使う と き の 設 定 方 法 」 
を ご 覧 くだ さい 。 


特徴 
・ 最大 4 台 ま で の 本 機 を 連結 させ て 通話 距離 を 大 きく 伸ばす こと が で き 
ます 。 設 置 の 際 は 裏面 の 設置 例 を ご 覧 くだ さい 。 


・ 本 機 の 連結 中 継 に 対応 する 子 機 は 、 自 動 で 最寄り の 中 継 器 を スキ ャ ン 
し て 中 継 器 の 設定 に 合わ せま す 。 


注意 : 

・ 子 機 は 最適 な 中 継 器 を 探し て 常に スキ ャ ン し て いる の で 、 バ ッ テ リ ー 
セー ブ は 動作 し ませ ん 。 こ の た め 半 複 信 中 継 モ ー ド より 電池 は 早く 
減り ます が 異常 で は あり ませ ん 。 


・ 連 結 中 継 モ ー ド の 設定 に は 、 連 結 中 継 に 対応 する トラ ン シ ー バ ー 
(DJ-P240 な ど ) が 必要 で す 。 
一 般 的 な 中 継 対応 トラ ン シ ー バ ー で は 設定 ・ 通 話 が で きま せん 。 


8. 半 複 信 中 継 器 と し て 使う と き の 設 定 方 法 
本 機 は 電源 を 入れ た ら す ぐ 設 定 モ ー ド に な り ま す 。 こ の た め 対 応 する 
子 機 の 説明 書 を 参照 し て 、 あ ら か じ め 1 台 を 設定 用 リモ コン モー ド に 
し て お きま す 。 チ ャ ン ネ ル や グル ー プ 番号 も ここ で 設定 し ます 。 そ の 
他 の 子 機 は 説明 書 、 拡 張 説明 書 、 ホーム ペー ジ を 参照 し て チャ ン ネ ル や 
他 の 設定 を 同じ に 合わ せ 、 半 複 信 中 継 通 話 モ ー ド に し て お きま す 。 
対応 する 機種 は エア クロ ー ン を 使う と まとめ て 同じ 設定 に で きま す 。 
リモ コン 設定 が で き な い 機種 で も 、 半 複 信 中 継 通話 対応 な ら 子 機 と 
し て 使え ます 。 


① 中 継 器 の 電源 が 入っ て いれ ば AC コン セン ト か ら AC アダ プター を 
抜い て 、 中 継 器 の 電源 を 切り ます 。 


② 子 機 を り モ コン モー ド に し て 、 中 継 器 へ 転送 する 設定 内 容 を 準備 
し ます 。( 子 機 の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい ) 


③ リ モコ ン 設 定 し た 子 機 の PTT キー を 約 2 秒 押 し ます 。 


④ 送 信 が 始ま っ た ら 速 や か に 本 機 の 電源 を 入れ ます (付属 の AC アダ プ 
ター を AC コン セン ト に 接続 し ます )。 設 定 用 の 信号 を 受信 し 始め ます 。 


⑤ 設 定 内 容 の 転送 が 終わ る と 、 子 機 に 「OOOOOO 〇 」 が 表示 され 、 
「 プ ルル 」 音 が 鳴り ます 。 本 機 は 「 〇 〇 〇 r EmCon」 と 表示 され 、 
子 機 の 設定 内 容 に 自動 的 に 切り 替わり 、 中 継 器 と し て 動作 し ます 。 


) / ロ 
or た mrgn の や は 大 


DJ-USR DJ-USR 
設定 完了 半 複 信 中 継 器 モー ド 


0 


⑥ 子 機 の 電源 を 切り 、 再 度 電源 を 入れ る と 通話 モー ド に な り ま す 。 


に っ 】 


. 通 話す る ( 半 複 信 中 継 器 モ ー ド ) 
子 機 の PTT キー を 押し 続け る と 、 送 信 が 始ま り ま す 。 中 継 モ ー ド で 
動作 し て いる と き に 、 電 波 の 届く と ころ か ら 子 機 を 送信 する と 本 機 
の ディ スプ レイ に 圏 図 が 表示 され ます 。 子 機 か ら 「 ピ ピ 」 音 が 鳴 
れ ば 中 継 通話 が で きま す 。 通話 中 は PTT キー を 押す か PTT ロッ クボ 
タン 、PTT ホー ルド 機能 を 使い ます 。PTT キー を 離す か PTT ロッ ク 、 
PTT ホー ルド を 解除 し て 待ち 受け 、 受 信 し ます 。 


10. 連結 中 継 器 と し て 使う と き の 設 定 方 法 
連結 中 継子 機 モ ー ド を 搭載 し た 子 機 を 使用 し て 、 本 機 を 連結 中 継 器 
モー ド に し 中 継 器 番号 と た チャンネル グル ー プ の 設定 を 無線 通信 で 遠 
隔 操 作 し ます 。 本 書 で は DJ-P240 を 使用 し て 4 台 の 中 継 器 を 設定 す 
る 操作 方 法 を 記載 し ます 。 


DJ-P240 の 各部 の 名 称 


マイ ク 


[PTT] キ ー 


[電源 ] キ ー 


ディ スプ レイ 


[ファ ンク ショ ン ] キー 
[中 継 ] キ ー [モニ ター] キ ー 


① 中 継 器 の 電源 が 入っ て いれ ば AC コン セン ト か ら AC アダ プター を 
抜い て 、 中 継 器 の 電源 を 切り ます 。 


② 設 定 用 に 使う DJ-P240 の [電源 ] キ ー を 長押 し し て 電源 を 入れ ます 。 


③DJ-P240 を 交互 通話 キー ド か ら 連 結 中 継子 機 モ ー ド に 変更 し 
ます 。 DJ-P240 の [ファ ンク ショ ン ] キ ー を 約 2 秒間 長押 し し て 
科 易 キー ロッ ク を か け ま す 。 キ ー ロ ッ ク 後 ディ スプ レイ に 

「Om 」 が 点灯 し ます 。 


簡易 キー ロッ ク 後 10 秒 以内 に 以下 の キー を 順番 に 押し ます 。 


[フタ ョ ] ー [フク ョ ] っ ーッ] つ [フタ ョ ッ ] 
ーー [中 継 ] 一 [中継] 一 [中継 ] 一 [中継 ] 


キー を 押し 終わ る と 「 ピ ピピ 」 音 が 鳴り 、 交 互 通話 モー ド か ら 
連結 中 継子 機 モ ー ド に 切り 替わり 、 ディス プレ イ に 「18 LnK-A1」 
が 表示 され ます 。 


7 衣 』 の す a が - 月 』 


DJ-P240 DJ-P240 
交互 通話 モード 連結 中 継子 機 モ ー ド 


④⑭ 連 結 中 継子 機 モ ー ド で は あら か じ め グ ルー プ 化 され た AH の 8 つの 
チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 1 つ 選 択 し て 使い ます 。 全 て の 子 機 と 中 継 器 
を 同じ チャ ン ネ ル グ ル ー プ に 合わ せま す 。DJ-P240 の ダイ ヤル を 一 度 
押す と チャ ン ネ ル グ ル ー プ の アル ファ ベッ ト が 点 減 し ます 。 
ダイ ヤル を 回 し て A<H の グル ー プ を 選び ます 。PTT キー を 押す と 
点灯 に 変わ り 、 確 定 し ます 。 


ーー プー さ 


中 継子 機 
ミー 


DJ-P240 
連結 中 継子 機 モ ー ド 


メモ : チャ ン ネ ル グ ル ー プ A は 初期 状態 の 設定 の た め 多 用 され ます 。 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ A 以 外 を 選ぶ 方 が 混信 を 受け に くく な り ま す 。 


⑤DJ-P240 の 中 継 器 自動 スキ ャ ン を OFF に し ます 。 DJ-P240 の [中 継 ] 
キー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 押し ます 。 中 継 器 自動 スキ ャ ン が OFF 
に な る と 点滅 し て いる 「.」( ド ッ ト ) マー ク が 点灯 に 切り 替わり ます 。 


/ 

4 と 

と ロア 和 / 中 継 器 自動 スキ ャ ン 
上 点 減 (スキ ャ ン ON) 


十 ) 抽 
開陳 設定 : 点灯 (スキ ャ ン OFF) 


連結 中 継 モ ー ド 


⑥DJ-P240 の ダイ ヤル を 回 し て 1 台 目 の 中 継 器 に 割り 当て る 番号 
「1」 を 選択 し ます 。 


参考 : 後 か ら 連 結 する 台数 分 、 中 継 器 番号 を 「2」-「4」 に 切り 替 
えて 同じ 操作 を し ます 。 こ こ で は 「1」 を 選択 し て くだ さい 。 


こ 記 | 
g と ロア 胡 人 
中 子 機 ヘー 中継 有 番号 
DJ-P240 
連結 中 継 モ ー ド 


⑦DJ-P240 の [ファ ンク ショ ン ] キ ー と [モニター] キー を 同時 に 3 秒間 
押し 続け る と 陸 財 ディ スプ レイ に 表示 され 設定 内 容 の 送信 が 始ま り 
ます 。 


rmー』 


DJ-P240 
連結 中 継子 機 モ ー ド 設定 内 容 送信 


⑧ 送 信 が 始ま っ た ら 速 や か に 本 機 の 電源 を 入れ ます (付属 の AC アダ プ 


ター を AC コン セン ト に 接続 し ます )。 設 定 用 の 信号 を 受信 し 始め ます 。 


⑨ 設 定 内 容 の 転送 が 終わ る と 、 子 機 に ・「OOOOOO」 が 表示 され 、 
「 プ ルル 」 音 が 鳴り ます 。 本 機 は 「O 〇 O 〇 r EmCon」 と 表示 され 、 
子 機 の 設定 内 容 に 自動 的 に 切り 替わり 、1 台 目 の 設定 が 終わ り ま す 。 


oor た mtgn ーー ツー けた ng- 月 / 


DJ-USR DJ-U3R 
設定 完了 連結 中 継 器 モー ド 
ee) 婦 ア - 
ロロ ロロ ロロ 「 尊 』 肌 応 
中 継子 機 中 継子 機 
DJ-P240 DJ-P240 
設定 内 容 送信 完 連結 中 継子 機 モ ー ド 


⑩ 連 結 す る 台数 分 の 本 機 を 同じ 要領 で 初期 設定 し ます 。⑤ の 中 継 器 番号 
を 「2」「3」「4」 番 まで 、 使 用 する 台数 に 合わ せ て 設定 し て 、⑧ ま で 
操作 を 繰り 返し ます 。 例 えば 3 台 連 結 する 場合 は 、 設 定 が 終わ っ た 
本 機 は それ ぞ れ 「LnK-A1」「LnK-A2」「LnK-A3」 と 表示 され ます 。 


連結 する 台数 の 本 機 の 設定 が 完了 し た ら 、 設 定 用 に 使っ た DJ-P240 の 
「 中 継 」 キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 押し て 中 継 器 自動 スキ ャ ン 機 能 を 
ON に 戻し ます 。「. 」( ド ッ ト ) マー ク が 点 減 に 変わ り 、 こ の まま 通話 
用 子 機 と し て 使え ます 。「. 」( ド ッ ト ) マー ク が 点灯 中 は 正しく 通話 
で きま せん 。 


子 機 に 使う DJ-P240 を 全て 、①②③ の 手順 で 連結 中 継子 機 モ ー ド に し て 
同じ チャ ン ネ ル グ ル ー プ に 合わ せま す 。 この と き 中 継 器 番号 を 設定 する 
必要 は あり ませ ん 。 子 機 を 4 台 使う な ら 4 台 に 同じ 操作 を し て 「LnK- 
A1」 と 表示 させ ます 。 


これ で 全て 設定 が 終わ り ま し た 。 通話 を 止め る と き は 子 機 の [電源 ] キ ー 
を 長押 し し て 電源 を 切り ます 。 本 機 の 電源 を 切る 必要 は あり ませ ん 。 


11. 通話 する (連結 中 継 器 モ ー ド ) 
子 機 の [PTT] キ ー を 押し 続け る と 、 デ ィ ス プレ イ に に 國民 が 点灯 し 、 送 信 
が 始ま り ま す 。 この と まき 中継 器 へ アク セス する まで の 間 、「 ピ ピピ 」 音 が 
鳴り ます 。[PTT] キ ー を 押し 続け た まま アク セス 音 が 鳴り 終わ っ て か ら 
マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 受信 側 の 子 機 は 、 デ ィ ス プレ イ に 回 が 
点灯 し 、 送 信子 機 か ら の 音声 が スピ ー カ ー か ら 聞 こえ ます 。 


2. 近 く の 中 継 器 を スキ ャ ン す る (連結 中 継 器 モ ー ド ) 


子 機 は 最寄り の 中 継 器 か ら の 信号 を 受信 し て 、 自動 的 に 最寄り の 中 継 器 
の 設定 に な り 、 そ の 中 継 器 番号 が 表示 され ます 。 


マタ の ます が - 月 7 
移動 中 継子 機 


中 継子 機 
DJ-P240 DJ-P240 
中 継 器 ① が 最寄り の 場合 中 継 器 ④ が 最寄り の 場合 


13. 本 機 の 電源 を 切る 
AC コン セン ト か ら AC アダ プター を 抜く と 電源 が 切れ ます 。 再 び 接 続 
する と 改め て 設定 モー ド に な り 、20 秒 後に 前 回 設定 し た 状態 の 中 継 器 
モー ド で 起動 し ます 。 


注意 : 設定 モー ド の 間 は 、 設定 以外 の 目的 で 子 機 か ら 送 信 は し な いで くだ 
さい 。 設 定 が 誤っ て 変更 され て し まう お それ が あり ます 。 


設定 モー ド 状 態 
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半 複 信 中 継 器 キ モー ド 連結 中 継 器 モー ド 


14. 連結 中 継 器 の 注意 点 


・ 連 結 中 継 器 同士 の 設置 距離 は 10m 以上 離し 、 か づつ 交互 通 話 で 
通話 で きる 範囲 に 設置 し て くだ さい 。 近 距離 すぎ る 場合 は 千 渉 
を 受け 、 遠 距離 すぎ る 場合 は 通話 音声 に ノイ ズ が 乗り 正常 に 
通信 が で き な く な る お それ が あり ます 。 
また 、 小 規模 エリ ア で 連結 中 継 器 の 台数 を 多く する 、 又 は 各 機 器 の 
通話 距離 が 極め て 近い な どの 場合 、 電 波 千 渉 に より 逆 に 通話 エリ 
ア を 狭め る お それ が あり ます 。 
ご 使用 環境 の 規模 ・ 状 況 に 応じ て 半 複 信 中 継 器 、 又 は 連結 中 継 器 の 
台数 が 最適 か あら か じ め お 試し くだ さい 。 


・ 複 数 の 子 機 が 中 継 器 に アク セス する タイ ミン グ に よっ て は キャ リ 
アセ ンス が 働く な ど し て 送信 で き な く な る こと が あり ます 。 

エン ド ピ ー を 使っ て 通話 の 終わ り を 確認 し て 送信 する 、 そ の ほか 
「 〇 〇 さん 、 聞 こえ ます か ? ど う ぞ 」 の よう に 呼び 出す 相手 を 指定 
し て 、 他 の 人 が 重ね て 呼ば な いよ うに 話し 方 を 工夫 する こと で 、 
より スム ー ズ な 通話 が で きま す 。 


・ 連 結 中 継 器 の 設置 場所 は 番号 順に 設置 し て くだ さい 。 隣り 合っ た 


番号 同士 が 離れ た 状態 で 設置 する と 、 正 常に 通信 が で き な く な り 
ます 。 


〇 正しい 設置 例 


・ 連 結 中 継 器 の ① 番 中 継 器 と 最終 番号 の 中 継 器 は で きる だ け 遠 ざけ る 
位置 に 設置 し て くだ さい 。 


誤っ た 設置 例 誤っ た 設置 例 


① 〇 ャ ーーーー② 


①②④ が 近い 


〇 ーーー の ざ 


〇 正しい 設置 例 


それ ぞ れ の 中 継 器 間 の 距離 は ノイ ズ が 入ら な い 範 囲 で な る べく 離 
し て くだ さい 。 通話 エ リア が 広がる と 同時 に 千 渉 が 減り 、 通 話し 
や すく な り ま す 。 必要 以上 の 台数 を せま い 間 隔 で 設置 する と 通話 
し に くく な り ま す 。 


15. 故障 と お 考え に な る 前 に 


電源 が 入ら な い 。 電源 が 供給 され て | AC アダ プター を 家庭 用 
(な に も 表示 し な い ) | な い 。 AC コン セン ト (AC100V) 
に 差し 込み 、 本 機 の 電源 
端子 に プラ グ を 挿入 し て 
くだ さい 。 


通話 で き な い 。 通話 モー ド 、 チ ャ | 中 継 器 と 子 機 は 同じ 通話 
ン ネ ル 、 グ ルー プ | モー ド に し て 、 半 複 信 中 
番号 が 違う 。 継 器 モ ー ド の 場合 は 同じ 
チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 
号 に あわ せ て くだ さい 。 
連結 中 継 器 モ ー ド の 場合 
は 同じ チャ ン ネ ル グ ル ーー 
プ に 合わ せ て くだ さい 。 


チャ ン ネ ル が 使用 | 信号 が な く な る の を 待っ 


され て いる 。 て 、 再 度 送信 する か 、 チ 
ャ ン ネ ル を 変更 し て くだ 
さい 。 

連結 中 継 器 の 設 | 「13. 連 結 中 継 器 の メモ ・ 

定 、 設置 場所 が 適 注意 点 」 を 確認 の 上 、 設 

切 で は な い 。 定 、 設 置 し て くだ さい 。 


中 継 器 と 子 機 、 連 | 電波 が 届く こと を 確認 の 
結 中 継 器 同士 の 距 | 上 、 設 置 し て くだ さい 。 
離 が 離れ すぎ て い 


o 


通話 時 間 制 限 を 超 | 子 機 か ら の 送信 を 2 秒 以 
過 し て いる 。 上 休止 し 、 再 度 送信 し て 
くだ さい 。 


電源 を 入れ た 直後 | 約 20 秒 待っ て 「rEmCon」 
で 設定 待ち 状態 で | の 点 減 が 消え て か ら ご 使 
る 。 用 くだ さい 。 


リモ コン で 設定 し た | リモ コン ( 子 機 ) と | リモ コン 設定 を 行う 際 は 
と お り に 動作 し な | 中 継 器 の 距離 が 離 | 中 継 器 の 近く で 設定 内 容 
い 。 れ す ぎ て いる 。 を 送信 し て くだ さい 。 


16. 生産 中 止 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 
生産 終了 後 も 5 年 間 は 補修 用 部 品 を 在庫 し て いま す 。 不測 の 事態 で 欠 品 
し た 場合 に は 保守 が で き な く な る こと が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


【 定 格 】 
送受 信 421.5750 - 421.7875MHz / 421.8125 - 421.9125MHz 
周波 数 440.0250 - 440.2375MHz / 440.2625 - 440.3625MHz 


周波 数 制御 421.8000、440.2500MHz 
チャ ン ネ ル 
電波 形式 F3E (FM) 、F1D (FSK) 


送信 出力 10mW 、1mW 


受信 感度 ー14dBu (12dB SINAD) 
消費 電流 200mA 
入力 電圧 DC6V (付属 AC アダ プター 使用 ) 


動作 温度 -10C て +50'C 
範囲 

寸法 240 (W) x 165 (H) x 42.5 0⑪) mm (突起 物 含ま ず ) 
重 さ 760 g (付属 品 含ま ず ) 


・ 仕 様 、 定 格 は 予告 な く 変 更 する 場合 が あり ます 。 

・ 本 書 の 説明 用 イラ スト は 実物 と は 字体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 部 の 表示 
を 省略 し て いる 場合 が あり ます 。 

・ 本 書 の 内 容 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 

・ 印 刷 不良 の と き は 良品 に 取り 換え させ て いた だ きま す 。 


DJ-P240 連結 中 継 モ ー ド 取扱 説明 書 


DJ-P240 は 中 継 器 を 複数 台 使っ て 通話 エリ ア を 拡大 する 「 連 結 中 継 モ ー ド 」 の 子 機 と し て 使用 で きま す 。 中 
継 器 に は 連結 中 継 器 モ ー ド 対応 の 中 継 器 (DJ-U3R な ど ) を お 使い くだ さい 。 

また 、 連 結 中 継子 機 モ ー ド に し た 本 機 を 、 連 結 中 継 器 の 設定 を する た め の リ モコ ン と し て 使用 し ます 。 手動 
設定 や 交互 通話 中 継 リ モコ ン 対 応 機 で は 設定 で きま せん 。 リ モコ ン に よる 設定 方 法 は 後述 の 「2) 連結 中 継 器 
の 設定 変更 方 法 」 を ご 覧 くだ さい 。 
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【 特 徴 】 
・ 最大 4 台 ま で の 中 継 器 を 無線 連結 させ て 通話 距離 を 大 きく 伸ばす こと が で きま す 。 子 機 は 自動 で 最寄り の 中 
継 器 に アク セス する た め 、 中 継 器 に 合わ せ て チャ ン ネ ル を 変え る 必要 が あり ませ ん 。 


【 注 意 】 

・ 子 機 は 最適 な 中 継 器 を 探し て 常に スキ ャ ン す る の で 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ は 動作 し ませ ん 。 こ の た め 通 常 の 交 
互 通 話 中 継 時 より 電池 は 早く 減り ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 

・ 連 結 中 継 モ ー ド は 、 一 般 的 な 中 継 対応 トラ ン シ ー バ ー で は 設定 も 通話 も で きま せん 。 本 機 の よう な 、 こ の 機 
能 に 対応 する トラ ン シ ー バ ー が 必要 で す 。 

・ 設置 に 関す る 説明 と 注意 点 は 、 中 継 器 の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 正 し く 設 置 し な いと 誤動作 し ます 。 


1) 連結 中 継子 機 モ ー ド に する 


以下 の 操作 を する と DJ-P240 の 通話 モー ド に 「 連 結 中 継子 機 モ ー ド 」 が 追加 され 、 自 動 的 に この モー ド に 切り 
替わり ます 。 


①DJ-P240 の [ファ ンク ショ ン ] キー を 約 2 秒間 長押 し し て 簡易 キー ロッ ク を か け ま す 。 キ ー ロ ッ ク 後 ディ スプ 
レイ に 「 0m 」 が 点灯 し ます 。 


② 箇 易 キ ー ロ ッ ク 後 10 秒 以内 に 「 フ ァ ン クシ ョ ン 」 キー を 4 回 、 さ ら に 「 中 継 」 キー を 4 回 続け て 押し ます 。 


キー を 押し 終わ る と 「 ピ ピピ 」 音 が 鳴り 、 交 互 通 話 モ ー ド か ら 連 結 中 継子 機 モ ー ド に 切り 替わり 、 デ ィ ス プレ 
イ に 「18 LnK-A1」 が 表示 され ます 。 


「 まり)/ ーー 9 す 。 が - 月 / 


中 継子 機 
DJ-P240 DJ-P240 
交互 通話 キー ド 連結 中 継子 機 モ ー ド 


参考 : 交互 通話 や 中 継子 機 モ ー ド に 戻し た いと き は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し た 後 で モー ドキ ー を 押し 
て 、 ダ イヤ ル を 回 し て 通話 モー ド を 選び 、PTT キー を 押し て 確定 し ます 。 (DJ-P240 取扱 説明 書 P. 27 参照 ) 
連結 中 継子 機 モ ー ド に 戻る 時 も 同じ 操作 を し て くだ さい 。 簡易 リセ ッ ト は この モー ド も 含め て 設定 内 容 
を 初期 化 で きま す 。 完全 リセ ッ ト を する と 、 連結 中 継子 機 モ ー ド は モー ド 切 り 替 え で は 出 て こ な く な り ま 
す 。 改めて 上 記 の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。( リ セッ ト の 詳細 は 説明 書 P.45, 46 参照 ) 
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2) 連結 中 継 器 の 設定 変更 方 法 


連結 中 継子 機 モ ー ド で は 、 あ ら か じ め グ ルー プ 化 され た AH の 8 つの チャ ン ネ ル グ ル ー プ を 1 つ 選 択 し て 、 
全て の DJ-P240 と 中 継 器 を 同じ チャ ン ネ ル グ ル ー プ に 合わ せま す 。 1 台 の DJ-P240 (以下 、 リ モコ ン 機 ) を 使っ 
て この 設定 を し ます 。 


【 ご 注意 】 
基本 的 に は 初期 状態 が 最適 な 設定 と な っ て お り 、 中 継 器 番号 と た チャンネル グル ー プ を 合わ せる 以外 の 設定 を 
する 必要 は あり ませ ん 。 「 4 ) 連結 中 継 セ ッ ト モ ー ド 」 は 意味 を 分 か っ て 変更 し な いと 故障 と 思う よう な 動作 を 
する の で 機能 の 意味 を 良く 理解 し て 、 通 話 実験 を し て か ら 設 置 ・ 運 用 し て くだ さい 。 


① 基本 的 に は 初期 状態 の 機能 設定 を 変更 する 必要 は あり ませ ん 。 も し 後述 の 4 項 の セッ トモ ー ド 3 つ を 設定 
し た いと き は 、 こ こ で セッ トモ ー ド に 入っ て 変更 し て お きま す 。 中 継 器 の AC アダ プター は コン セン ト の 近 
くに 置い て 、 す ぐに コン セン ト に 挿 せ る よう 準備 し て お きま す 。( ま だ 中 継 器 の AC アダ プター は コン セン 
ト に 挿 さ な いで くだ さい 。) 


② リモ コン 機 の ダイ ヤル を 一 度 押 す と チャ ン ネ ル グ ル ー プ の アル ファ ベッ ト が 点 減 し ます 。 ダ イヤ ル を 回 し 
て Av<H の グル ー プ を 選び ます 。PTT キー を 押す と 点灯 に 変わ り 、 確 定 し ます 。 


7 ワ 』 ロリ 
ロア 庁 / 
中 継子 機 SN チャ ン ネ ル グ ル ー プ 


DJ-P240 
連結 中 継子 機 モ ー ド 


メモ : チャ ン ネ ル グ ル ー プ A は 初期 状態 の 設定 の た め 多用 され ます 。 チ ャ ン ネ ル グ ル ー プ A 以 外 を 
選ぶ 方 が 混信 を 受け に くく な り ま す 。 


③ リモ コン 機 の 中 継 器 自動 スキ ャ ン 機 能 を 止め ます 。DJ-P240 の [中 継 ] キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 押し ま 
す 。 中 継 器 自動 スキ ャ ン が 止ま る と 点 減 し て いる 「.」( ド ッ ト ) マー ク が 点灯 に 切り 替わり ます 。 


@ っ が - 崩 / 中 継 器 自動 スキ ャ ン 


中 弘子 機 -- 通話 時 : 点滅 (スキ ャ ン 中 ) 
設定 時 : 点灯 (スキ ャ ン 停 止 
DJ-P240 中 ) 
連結 中 継 モ ー ド 


〈④ リモ コン 機 の ダイ ヤル を 回 し て 1 台 目 の 中 継 器 に 割り 当て る 番号 「1」 を 選択 し ます 。 


DJ-P240 
連結 中 継 モ ー ド 
参考 : 2 台 目 以降 、 連 結 する 台数 分 の 中 継 器 番号 を 「2」~「4」 に 切り 替え て 同じ 操作 を し ます 。 2 台 目 は 「2」、 


3 台 目 は 「3」 四 台 目 は 「4」 に し ます 。 こ の 番号 は 設置 の 時 も 重要 に な る の で 、 目 印 を 付け る な ど し て 間 違 
えな いよ うに し て くだ さい 。 


⑤ リモ コン 機 の [ファ ンク ショ ン ] キー と [モニ ター] キー を 同時 に 3 秒間 押し 続け る と ディ スプ レイ に 固 が 
点灯 し て 、 設 定 内 容 の 転送 が 始ま り ま す 。 


Em - 月 / 


DJ-P240 
AUS ド 設定 内 容 送信 


⑥ 転送 が 始ま っ た ら 速 や か に AC アダ プター を コン セン ト に 挿し て 中 継 器 の 電源 を 入れ ます 。 リ モコ ン 機 か 
ら の 設定 用 信号 を 受信 し 始め ます 。 


(⑦ 設定 内 容 の 転送 が 終わ る と リモ コン 機 の ディ スプ レイ に 「 〇 OO 〇 OO 〇 OOOO」 が 表示 され 、「 プ ルル 」 音 が 鳴り 
ます 。 1 台 目 の 中 継 器 に 設定 が 反映 され 、 設 定 が 終わ り ま す 。 


ロリ ロロ リロ ロ ロロ 


中 継 子 機 


DJ-P240 
設定 内 容 送信 完了 


連結 する 台数 分 の 中 継 器 を 同じ 要領 で 初期 設定 し ます 。 ④ の 中 継 器 番号 を 「2」「3」「4」 番 まで 、 使 用 する 
全数 に 合わ せ て 設定 し て 、⑦ ま で 操作 を 繰り 返し ます 。 例 えば 3 人 台 連 結 する 場合 は 、 そ れ ぞ れ 中 継 器 番号 
が 「1」「2」「3」 と 表示 され ます 。 


⑨ 全て の 中 継 器 の 設定 が 完了 し た ら 、 リ モコ ン 機 の 「 中 継 」 キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 押し て 中 継 器 自動 
スキ ャ ン 機 能 を ON に 戻し ます 。「. 」( ド ッ ト ) マー ク が 点 減 に 変わ り 、 こ の まま 通話 用 の 子 機 と し て 使え 
ます 。「.」( ド ッ ト ) マー ク が 点灯 中 は 正しく 通話 で きま せん 。 


連結 中 継子 機 に 使う DJ-P240 を 全て 、「 1 ) 連結 中 継子 機 モ ー ド 変更 方 法 」 の 手順 で 連結 中 継子 機 モ ー ド に し て 
ダイ ヤル を 回 し 同じ チャ ン ネ ル グ ル ー プ に 合わ せま す 。 こ の と き 中 継 器 番号 を 設定 する 必要 は あり ませ ん 。 連 
結 中 継子 機 を 4 台 使う な ら 4 台 に 同じ 操作 を し て 「LnK-A1」 と 表示 させ ます 。 


これ で 通話 の た め の 設 定 は 終わ り ま し た 。 正しく 設定 で きた か どう か の 取り あえ ず の 通話 実験 は 、1 番 と 2 番 
の 中 継 器 が あれ ば で きま す 。3~4 番 機 は 中 継 器 番号 さえ 間違っ て いな けれ ば テス ト す る 必要 は あり ませ ん 。 
DJ-P240 の 使い 方 は 次 の 3 ) の 項目 を ご 覧 くだ さい 。 

1 0m 以 上 離し て 2 台 の 中 継 器 を 仮 置き し ます 。 子 機 す べ て を 使い 、2 台 の 中 継 器 の 周り を 移動 し て 中 継 通話 
が で きる こと を 確認 し ます 。 距離 が 近い と シス テム が 干渉 し 合い 、 ノ イズ が 乗っ た りつ な が り に く か っ た り し 
ます が 、 声 が 聞こ えて いれ ば 設定 は で きた と 判断 で きま す 。 

テス ト が 終わ っ た ら 、 中 継 器 の AC アダ プター を 抜き ます 。 中継 器 の 説明 書 を 参照 し て 運用 場所 に 正しく 設置 
し ます 。 再び AC アダ プター を 挿す と 、20 秒 後に 前 回 設定 し た 状態 の 中 継 器 モ ー ド で 起動 し ます 。 こ の 20 秒 の 
起動 中 は セッ トモ ー ド に な っ て いる の で 、 近 く で DJ-P240 を 含む 無線 機 類 を 一 切 送信 し な いで くだ さい 。 設定 
が 誤っ て 変更 され て し まう 恐れ が あり ます 。 


3) 連結 中 継子 機 モ ー ド で の 通話 ・ 中 継 器 ス キャ ン 


DJ-P240 の [PTT] キ ー を 押し 続け る と 、 デ ィ ス プレ イ に 細 が 点灯 し 、 送 信 が 始ま り ま す 。 こ の と き 中 継 
器 ヘ アク セス する まで の 間 、「 ピ ピピ 」 音 が 鳴り ます 。[PTT] キー を 押し 続け た まま 、 ア クセ ス 音 が 鳴り 終 
わっ て か ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 受信 側 の DJ)-P240 は 、 デ ィ ス プレ イ に 男 が 点灯 し 、 送信 側 か ら 
の 音声 が スピ ー カ ー か ら 聞 こえ ます 。 通話 を 終わ る に は PTT キー か ら 指 を 放し ます 。 DJ-P240 に PTT ホー 
ルド 機能 を 設定 し て いる と 一 度 PTT を 押す だ け で 送信 に な り 、 も う 一 度 押す と 受信 待ち 受け に 戻り ます 。 
PTT を 押し 続け な く て 良い の で ハン ズ フ リー に 近い 状態 で 通話 で きま す 。 


通話 を し て いな いと き 、 DJ-P240 は 最寄り の 中 継 器 か ら の 信号 を 受信 し て 、 そ の 中 継 器 へ の アク セス が で 
きる よう に 自動 的 に 設定 を 合わ せま す 。 デ ィ ス プレ イ に は アク セス する 中 継 器 番号 が 表示 され ます 。 


@ ng- 月 こう 91ng- 朋 


中 継子 機 
DJ-P240 DJ-P240 
中 継 器 ① が 最寄り の 場合 中 継 器 ④ が 最寄り の 場合 


4) 連結 中 継 セ ッ ト モ ー ド 


連結 中 継子 機 モ ー ド に は 、 環 境 や 特定 の ニー ズ に よっ て カス タマ イズ で きる 項目 を セッ トモ ー ド に 採用 
し て いま す 。 この 設定 項目 は 連結 中 継子 機 モ ー ド を 有効 に し た 場合 の み メ ニュ ー に 表示 され ます 。 基本 的 
に は 初期 状態 が 最適 な 設定 と な っ て お り 、 通 常 は 設定 を 変更 する 必要 は あり ませ ん 。 意味 が 分 か っ て 設定 
し な いと 「 通 話 で き な い 」 や 「 頭 切れ が 起こ る 」 な どの 故障 と 思う よう な 動作 を し ます の で ご 注意 くだ さ 
い 。 


【 ご 注意 】 

これ ら の 設定 内 容 は 子 機 と 中 継 器 の 全て の 機器 に 反映 し な いと 動作 し ませ ん 。 子 機 の 設定 を 変更 し た あ 
と は 、 必 ず 「2) 連結 中 継 器 の 設定 変更 方 法 」 の 手順 で 全て の 連結 中 継 器 と 子 機 が 同じ に な る よう 再 設定 
し て くだ さい 。 


メニ ュー 初期 表示 選択 項目 初期 値 | ※ 押 す 回 数 
54 | 連結 中 継 ア クセ ス 速 度 設定 noL LnK-SP noL/FSt noL 53 
55 | 連結 中 継 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 設 定 10 LnK-bc oFF/5/10<60 10 54 
56 | 連結 中 継 ア クセ ス 音 ・ エ ンド ピー 設定 | S-E LnK-bp oFF/St/End/S-E | S-E 55 


No.54 連結 中 継 ア クセ ス 速 度 設定 noL LnK-SP 

連結 中 継 の 通話 開始 (応答 ) の と き の ア クセ ス 速 度 を 設定 する 機能 で す 。 初 期 値 の 「noL (通常 )」 は 通 
信 精 度 を 優先 する た め 連 結 中 継 ア クセ ス 速 度 に 時 間 が か か り 、 通話 開始 (応答 ) の と き に 長め の 頭 切れ が 
発生 し ます 。「FSt (高速 )」 に 切り 替え る こと で 通信 速度 を 優先 する よう に な り 、 こ の 頭 切れ を 緩和 する 
こと が で きま す 。 た だ し 、 通信 速度 を 優先 する こと で 別 の 電波 類 、 ノ イズ な どか ら の 千 渉 を 受け や すく な 
り 、 混信 の 多い 環境 で は 最寄り の 中 継 器 を 誤認 する こと が あり ます 。 使用 環境 の 状況 に あわ せ て 、 あ ら か 
じ め お 試し くだ さい 。 


No.55 連結 中 継 ビ ピーコ ン 間 隔 時間 設 定 10 LnK-bc 

中 継 器 は 子 機 に 最寄り の 中 継 器 を 判定 させ る の に 、 10 秒 ご と に 1 回 中 継 器 か ら 約 1 秒間 ビー コン (目印 の 信 
号 ) を 送信 し ます 。 そ の ビー コン を 送信 し て いる と き に 通話 が 始ま る と キャ リア セン ス が 働き 、 し ば らく 通話 
で き な い こと か ら 頭 切れ が 発生 に し ます 。 そ の ビー コン 時 間 の 間隔 を 長く する こと で 、 ビ ー コ ン に よる 頭 切れ の 
発生 頻 度 を 少な くす る こと が で きま す が 、 子 機 が 最寄り の 中 継 器 を 探し だ す 更 新 時 間 も 長 く な り ま す 。 逆 に ビ 
ー コ ン 時 間 の 間隔 を 短く する と 子 機 が 最寄り の 中 継 器 を 探し だ す 更 新 時 間 は 速く な り ま す が 、 ビ ー コ ン に よる 
頭 切 れ の 発生 頻度 が 多く な っ て し まい ます 。 使用 者 の 通話 頻度 や 移動 頻度 に あわ せ て 調整 し て くだ さい 。 


この ビー コン 機能 を 解除 する と 最寄り の 中 継 器 に 手動 で セク セス で きま す 。 例え ば 作業 者 ご と に 作業 エリ ア 
が 決ま っ て 、 他 の エリ ア に 移動 し な い 環 境 で は 、 最 寄り の 中 継 器 を 変え る 必要 が あり ませ ん 。 固 定 に する と 最 
寄り 中 継 器 の 取り 違い の 改善 、 通 話 開始 (応答 ) の と き の ア クセ ス 速 度 が 早く な る な ど 、 使 い 勝 手 が 向 上 し ま 
す 。 中 継 器 で この 設定 を 「OFF」 に し た あと 、 子 機 の [中 継 ] キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 押し て 中 継 器 自動 スキ 
ャ ン 機 能 を OFF に し ます 。OFF に な る と ディ スプ レイ の 「.」 (ドット ) マー ク 表 示 が 点 減 か ら 点 灯 に 変わ り ま 
す 。 す べ て の 子 機 に この 操作 を し ます 。 ド ッ ト 点 灯 中 に ダイ ヤル を 回 す と アク セス する 最寄り の 中 継 器 を 手動 
で 選べ ます 。 


No.56 連結 中 継 ア クセ ス 音 ・ エ ンド ピー 設定 S-E LnK-bp 

連結 中 継 の 通話 開始 (応答 ) の と き の ア クセ ス 音 「 ピ ビビ 」 と 、 通 話 終 了 時 に な る エン ド ピ ー 音 の 動作 を 
切り 替え る 機能 で す 。 連結 中 継 モ ー ド で の エン ド ピ ー は この 設定 が 優先 と な り 、 通常 の セッ トモ ー ド 項目 
「No. 13 エン ド ピ ー」 で は 変更 で きま せん 。 


S-E : アク セス 音 、 エ ンド ピー の 両方 が 鳴り ます 。 
End : エン ド ピ ビー の み 鳴 り ま す 。 
St : アク セス 音 の み 鳴り ます 。 
OFF : アク セス 音 、 エ ンド ピー の 両方 が 鳴り ませ ん 。 


注意 : 
アク セス 音 を 止め た 場合 、 応 答 か ら 中 継 通話 を 始め られ る まで の タイ ミン グ が 分 か り づ らく な り ま す 。 
通話 開始 の と き は 長め に 時 間 を お いて か ら 話 し て くだ さい 。 


以上 
アル イン コ (株 ) 電子 事業 部 


DJ-USR 連結 中 継 時 の 設置 方 法 に つい て 


DJ-U3R に 搭載 され て いる 「 連 結 中 継 器 モ ー ド 」 は 本 機 を 複数 (最多 4 台 ) 使用 し て 、 単体 の 中 継 器 よ り 通 話 エ 
リア を 広げ る も の で す 。 た だ し 各 中 継 器 を 適切 な 場所 に 設置 し な いと 、 通話 の 音質 の 変化 や 電波 千 渉 に より 逆 
に 通話 エリ ア を 狭め る お それ が あり ます 。 本 書 で は 、DJ-U3R の 受信 レベ ル を 確認 し な が ら 各 中 継 器 の 最適 な 設 
置場 所 を 探す 方 法 を ご 説明 いた し ます 。 


① 付属 取扱 説明 書 の 「10. 連 結 中 継 器 と し て 使う と き の 設 定 方 法 」 の 手順 で 、 設 置 す る 全て の DJ-U3R の 初期 
設定 を 行い ます 。 そ の と き に 使っ た 子 機 (DJ-P240 等 ) は その まま ここ で 使用 し ます 。 設 定時 、 長 時 間 送 
信 し 続け る の で 、 残 量 が 十分 に ある 電池 か 、 別 売 の へ AC ア ダブ ター を ご 用 意 く だ さい 。 


② 基準 と する 位置 に 1 台 目 の 中 継 器 を 設置 し ます 。2 台 目 も 同 梱 説明 書 に 従っ て 、 適 切 と 思わ れる 場所 に 仮 
設 し ます 。 


③ 子 機 の 自動 スキ ャ ン を OFF に し て 1 台 目 の 中 継 器 番号 に 合わ せま す 。 そ の 後 1 台 目 の 中 継 器 の 近く で 、 子 
機 の PTT ホー ルド 機能 や イヤ ホン マイ ク の PTT ロッ ク を 使っ て 連続 送信 させ ます 。 電波 が 出 て いれ ば 、 話 
す 必 要 は あり ませ ん 。 全 て の 中 継 器 の 設置 が 終わ る まで 、 こ の 位置 で 連続 送信 させ 続け ます 。 


④ 2 台 目 の 中 継 器 の 背面 ディ スプ レイ を 見 て 、[ 詳 還 ] が 点灯 し 、 中 継 器 が 送受 信 し て いる こと を 確認 し ま 
す 。 そ の と き デ ィ ス プレ イ の 左上 に 受信 レベ ル が 0~7 で 表示 され ます 。 
(0 = 受信 レベ ル 弱 ・・・7 = 受信 レベ ル 強 ) 
DJ-U3R の 理想 的 な 設置 場所 は 、 他 の 中 継 器 か ら で き る だ け 離 し て 、 な お か つ 受 信 レベ ル が 7~6 に な る 


と ころ で す 。 (見 通し 距離 で 約 300 こ 400m が 目安 で す 。) レベ ル が 7 で も 、 近 すぎ る の も 良く あり ませ ん 。 


⑤ 3 台 、4 台 を 設置 する 場合 も 、 1 台 目 の 中 継 器 の 近く に 置い た 子 機 を 送信 させ な が ら ④ と 同様 の 手順 で 良 
い 場所 を 探し て それ ぞ れ の 中 継 器 を 仮設 し ます 。 全 て 終わ っ た ら 、 子 機 の 自動 スキ ャ ン を ON に し て 全体 
の 中 継 動作 を 確認 し ます 。 全 て 正常 に 動い た ら 各 中 継 器 を その 場所 に 、 本 格 的 に 取り 付け ます 。 


連結 中 継子 機 


見 通し 距離 で 約 300 こ 400m が 目安 
(環境 に よっ て 距離 は 変化 し ます ) 受信 レベ ル が 7~ て 6 
に な る 場所 に 設置 


ご 注意 


・ 作 業 さ れる と き は 本 書 と 合わ せ て 付属 取扱 説明 書 の 「14. 連結 中 継 器 の 注意 点 」 も 良く お 読み くだ さい 。 


・ こ れ ら の 説明 に 従わ ず に 設置 し た 場合 や 、 信号 レベ ル が 7 6 以下 の 低い 位置 で も 通話 が 可能 に な る こと は 
あり ます が 、 音 質 の 変化 や 電波 干渉 の 影響 が 多発 し て 、 最 高 の 性 能 は 発揮 で きま せん 。 


・ 正 し く 設 置 し て いて も 子 機 の 位置 や 使用 環境 な どの 条件 に より 、 通話 の 音質 変化 や 電波 干渉 が 発生 する 場合 
が あり ます 。 特定 の 場所 で 発生 する こと が 多けれ ば 、 中 継 器 の 位置 を 少し 変え て みる な ど 往 調整 を する と 改 
善 する 場合 が あり ます 。 但 し 、 理想 的 な 通話 品質 が 得 ら れる か どう か は 使用 環境 と 使い 方 に 大 きく 依存 する 
も の で 、 子 機 ・ 中 継 器 の 設定 や 設置 場所 の 選定 だ け で は 対応 し きれ な い 場 合 が あり ます 。 

以上 


